








1,実験動物への照射実験

　(1)研究目的:超音波が物理的エネルギーである以上,安全であるか否かを究

明する必要があると考える。そこで我々は動物学的実険により超音波の安全性

について研究した。

　(2)研究方法:超音波装置は厚生省班会議で作製したものを用い,実験動物は

東北大学マウスセンター飼育による dd 糸マウスを使用し,又,C3H/He マウスも

用いた。実験は 38℃の脱気水が入った水槽中で,周波数 2MHz,出力 1w/cm2 で行

った。又,マウスは我々が考案した固定板に,マウスと探触子の間隔を 1Ocm と

って固定し,マウスの器官形成期の 7 日間連日 2 分,5 分,10 分の超音波照射を

行った。その際に自然コントロールと超音波を照射しない固定コントロールも

つくり,比較検討した。妊娠 18 日目に開腹にて胎仔をとり出し,外表奇形,発育

障害,骨格観察,内臓観察を行った。


